


























The Kingdom of Dal Riada in the Medieval Scotland
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アイダーンについては，ベーダの『Historia ecclesiastiaca gentis Anglorum』，『Annals of Tigernach』，






























?『Senchus fer n-Alban』（The History of the men of Scotland）では，ローン（Loarn）の父をErcとし
ている。これから，Ercはファーガス・モーの父でもあったので，ローンはファーガスの兄弟（あるいは異
母兄弟）であったと理解される。ファーガス・モーが長兄であったので，ローンを彼の弟とした。












（Bredei son of Beli）（616あるいは628年生-693年没）（在位671年-693年）の娘（あるいは妹）デア・
アイレイ（Der-Ilei）と結婚し，２人のピクト人の王を息子に持った。１人は，ブリィディ４世（Bridei IV






な根拠があるとは思えない。『Senchus fer n-Alban』??（The History of the men of Scotland）

















??『Senchus fer n-Alban』では，Fergus Mo?rをMac Nisse Mo?rとしている。



































と記されている。しかし，『Annals of Ulster』には，彼が南部イ ・ーニィエルの王（Colman
 






gentis Anglorum』，『Annals of Tigernach』や年代記『Annals of Ulster』，『Senchus fer
 








































??彼は，北部イー・ニイェル（the Northen Uı?Ne?ill）の high-king（上王）でもあった。また，彼は，ア
イオナの聖コルンバの遠縁であった。彼は，576年に上王になった。
??彼とアイ・マック・エーンムイルハ王の年上の従兄弟であったニインネダの息子バイターンを区別するこ
とは難しい。ニインネダの息子バータン（Ba?eta?n mac Ninneda）の死亡年は586であり，『Annals of
 
Clonmacnoise』は，Ba?eta?n mac Cairillの死亡年について581年と587年の２つを記録している。
??『Annals of Ulster』には，ダル・フィアタッハのガリルの息子ビータン（Ba?eta?n mac Cairill）がスコッ
トランドから貢ぎ物を得ていたと記されている。








南ピクト人の同盟軍（the Miathiあるいは the Maeatae）との間で，レイスレイの戦闘（Battle
 
of Leithreid）が起きた。アイダーン王は，その戦いに勝利したが，しかし，この戦いで彼は，


























































??彼は，コンガルの息子ゴナル（Conall mac Comgaill）の息子，あるいは，Eochaid Buideの息子であっ
たのかも知れない。『Senchus fer n-Alban』によると，コンガルの息子ゴナルの息子として挙げているの
は，Loingsech，Nechtan，Artan，Tuathan，Tutio，CoirpeそしてConnad（あるいはConall）Cerrで




























??ドムナル・ブルク（Domnall Brcc）の後継者は，コンナズの息子フイルハール（Ferchar mac Connaid）
(在位642年-650年）であった。彼は，ゴンナズ・ケル（Connad Cerr）の息子であり，ケネル・コンガル
(Cene?l Comgaill）あるいはケネル・ガブラーン（Cene?l nGabra?in）のメンバーであった。『Annals of Ulster』




では共同支配者であった。654年にDu?nchad mac Conaingはピクト王タロルガン１世（Talorcan Iある
いはTalorgan I）によって殺害された。その後の７世紀のダル・リアダ王は，ドムネルの息子ドマンガル
トDomangart mac Domnaill（在位660年-673年），Ma?el mac Conaill）（在位673年-688年），Domnall
 
Donn（在位693年-696年），Ferchar Fota（在位697年），Eochaid mac Domangairt（在位697年），
















































『Annals of Ulster』では，彼をダル・リアダの王として名を示しているが，『Annals of Tigernach』































































































カサ修道院（Monastery of Candida casa）を建て，キリスト教管区を形成した。その修道院から多くの
アイルランド修道士を輩出している。その中には，アイルランドのアラン島にキレイニ修道院（Monastery
 
of Killeany）を建てた聖エンダ（Enda of Aran）（530年没？）やウルガータ聖書をアイルランドにもた





































を出す争いに発展した（561年のBattle of Cul Dreimhne）。そのために聖職者と門人で構成される宗教
会議で彼は破門された。563年に彼と12人の仲間はスコットランドに向かって旅立った。






















































































































の死後，100年以上経過して生まれた。『Chronicle of the Kings of Alba』によって，彼はその創始者で








もし『Chronicle of the Kings of Alba』の記述が正しければ，オーワナ（Eo?ganan mac Óengusa）の
死後，４人以上の王候補者が戦ったことになる。Uurad，Bridei VI，Ciniod，Bridei VII，そしてDrest
 






























??彼の治世の７年目に聖コルンバの遺骨をアイオナ島からダンケルドに移したと『Chronicle of the Kings
 
of Alba』に報告されている。
??聖書の創世記において，アブラハムがイスラエルの地に行くように神に告げられる。「あなたは国を出て，
親族に別れ，父の家を離れ，私が示す地に行きなさい。」（創世記12章第１節）に記されている。
??当時，アイルランドは智慧の乳房と呼ばれていた。西サクソン人の司教アルドヘルム（Aldhelm）（在位705
年-709年）はアイルランドを智慧の乳房と言っていた。
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のが聖コルンバヌス（Saint Columbanus)??（540年生-615年没）であった。彼は，『修道士
規定』（Regula monachorum）と『共住生活規定』を残している。前者の第３章は飲食に関
する規定である。そこでは，修道士の食物は素食を旨とし，夕刻に一回摂り，飽食は避け，
飲物は酔うものを避けるように規定している。野草，野菜，水で湯がいた小麦粉，それに少
??聖コルンバヌス（Saint Colmbanus）は，フランク王国（現在のフランス）にゲールの罪を後悔し，修道
士に告白する修道院規則を弘めた聖職者であった。彼は，アイルランドのミース州（Count of Meath）の
Nobberで生まれた。彼の名はColum（鳩）あるいはColum Ba?n（White dove：白い鳩）の愛称と考え
られる。彼は，ハンサムな顔立ちで，好印象を与える人物であったために，その地域の女性の恥ずべき誘
惑に晒され，その誘惑と闘った。彼は，家を去り，ロッホ・アーンに住んでいたSinellという修道院長に
師事した。その後，彼は，聖ゴムガル（Saint Comnall）（510年生？-597年あるいは602年没）によって
建てられたバンゴール修道院（Monastery of Bangor）で何年間か活動し，40歳ごろに，外国で説教する
という神からの啓示を受けた。そこで，彼は，12人の同僚（例えば，アッタラ（Attala），ディコラス（Deicolus），
聖アドマン（Saint Adoma?n），聖ガル（St.Gall）などと）と船に乗り，コーンウエルかあるいはスコッ
トランドを通って，ブリテンを通過して，フランス（ブルゴーニュのCarnac海岸に上陸）に渡った（585
年）。フランスでは，野蛮人の侵入や聖職者の怠惰ために，悪習と不信心が広まっていた。フランスでは修
道士および説教者に対する必要性が高まっていた。そこの人々は，コルンバヌス達の穏やかさや忍耐力，
かつ，その謙遜さに打たれた。
彼らは，ブルガンディ （ーBurugundy）のグントラム王King GontramあるいはGuntram（在位561年-
592年）の宮廷に行った。その王が，コルンバヌス達に彼の王国内に留まるように要請したので，彼はそれ
に従った。彼らはその王からヴォージュ山地の荒野のアネグレイ（Annegray）にあった半壊したローマ要
塞を与えられた。彼らの食物は，森のハーブ，ベリーおよび若い樹木の皮であった。彼の高徳の名声が修
道院に多くの群衆を集めた。病人は彼らの祈りで癒された。数年後，アネグレイから８マイル離れた所の
ガリア・ローマ人の城（Luxovium）を与えられた。そこに彼らは590年にリュクイユ修道院（Luxeuil Abbey）
を建てた。さらに，第３の修道院がフォンテイン（Fontaines）に建てられた。
彼は，20年程フランスに居住し，そしてその間旧い日付による復活祭を祝った。復活祭の日付を巡る論
争が起こった。また，フランクでは６世紀前半の宗教会議によって，司教に絶対的権が与えられており，
修道士は定期的に司教の前に現れ，その支持を得なければならなかった。しかし，コルンバヌスはケルト
の慣習に従い，司教の支持に従おうとしなかった。そのためにフランクの司教達は，ゲール人の修道士に
敵意を持っていた。
グントラム王の死後，聖コルンバヌスは，王宮の腐敗とも戦わなければならなかった。グントラム王の
後継者は彼の甥でアウストラシア王でもあったキルドベルト２世（Childebert II）（ブルガンディー王：在
位592年-595年）であった。彼には２人の息子があった。１人は，彼の死後ブルガンディーを継いだテウ
デリク２世（Thuederic IIあるいはThierry II）（在位595年-612年）で，他はアウストラシア王国を継
いだテウデベルト２世（Theudebert II）（在位595年-612年）であった。彼らは父の死亡時幼少であった
ので，彼らの祖母ブルンヒルド（BrunhildaあるいはBrunehault）（543年生？-613年没）が摂政になり，
政治の実権を掌握した。彼らは相互に仲違いしながらも，協力してネウストリア王国のクロタール２世
（Chlothar II）（在位584年-613年）と戦い，ネウストリア王国を侵略した。聖コルンバヌスのリュクイ
ユ修道院（Luxeuil Abbey）は，テウデリク２世の王国内にあった。聖コルンバヌスは，テウデリク２世
を諭し，非難したが無駄であった。祖母ブルンヒルド（BrunhildaあるいはBrunehault）（543年生？-613
年没）は，聖コルンバヌスに激怒し，司教と貴族を扇動し，彼の修道院規定に欠点を見つけようとした。
聖コルンバヌスはテウデリク２世とブルンヒルドなどによってブルガンディー王国を追い出された。彼は，
ロワールにでて，ナント（Nantes）に進み，ネウストリアのクロタール２世の宮廷ならびにアウストラシ
ア王国のテウデベルト２世の宮廷に行き，宣教活動を行った。聖コルンバヌスは，テウデベルト２世がテ
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量のパンが提供された。
3.2 アイオナの伝統とローマ伝統のキリスト教の和解：ウィットビーの宗教会議
664年のウィットビーの宗教会議（Synod of Whitby）において，アイオナ島の修道院の
習慣を受け継ぐキリスト教がローマの伝統を受け継ぐキリスト教との間で和解が成立した。
ノーザンブリア王国の王オズウィ（Oswiu）（在位642年-670年）がローマ方式で復活祭を計
算すること，および，修道士の剃髪を順守することを規定した。
７世紀の大ブリテンのキリスト教は，２つの礼拝方式の伝統によって特徴付けられた。ア
イオナの風習は，アイオナ島の修道院に住んでいたアイルランド修道士のものであった。ロー
マの伝統では，ローマの慣習によって儀式を保っていた。ノーザンブリア王国では，その２
つの伝統が共存していた。そしてそれぞれは異なった王室によって助長された。ノーザンブ
リア王国のエドウィン（Edwin）（586年生？-632年あるいは633年没）は，ローマから教皇
グレゴリウス１世によって使わされた宣教師の影響下でキリスト教徒に改宗した。彼の死後
１年間の政治不安定を経て，オズワルド王がノーザンブリア王国の王になった。彼は，アイ
オナの修道士からキリスト教の礼拝方式を習った。彼はノーザンブリア王国をキリスト教化
するために，アイオナ修道士を励ました。
２つの伝統の主な違いの１つは，復活祭（イースター）の正確な計算であった。初期キリ
スト教ではユダヤの過越祭（Passover）と同時に復活祭を祝福した。過越祭は，ユダヤ暦の
最初の太陰月の第14日（あるいは第15日）に行われた。この日はイエスが十字架に磔の刑
にされた日であった。しかしながら，ローマでは復活祭が日曜日に行われるようになった。
そして，第１回ニケアの宗教会議（325年）において，復活祭を全ての教会で特定の定まった
日（日曜日）に行うことを決めた。すなわち復活祭を同じ日曜日に行う日を決めた。よって，
この会議の決定によって，全ての教会（イングランドの教会は入っていなかった）が同じ日
に復活祭を祝うことになった。各教会で異なった日に復活祭を祝うことはできなくなった。
しかし，その計算には共通性がなかった。教会毎に復活祭の日付が異なる傾向にあった。一
方，660年までアイオナ支持者は，その時点ではローマ人（聖職者）によって誤りと見なされ
ていた計算表??を使用していた。このアイオナ表では，復活祭が毎年異なった日になるばかり
でなく，それではニサン（Nisan）の第14日が日曜日であったら，その日に復活を祝うこと
ウデリク２世に敗北し，アウストラシア王国がテウデリク２世に渡ると，アルプスを越えて，イタリアに
逃れた。彼はランバルド王に歓迎された。ミラノとジェノバの間に位置するボッビオ（Bobbio）で聖ペテ
ロの半壊した教会を与えられ，そこに修道院を建てて定住し，そこで615年に没した。
??アイオナ修道士達は，３世紀にローマで用いられていた旧い復活祭の日付方法を用いていた。例えば，ロー
マのヒポリタス（Hipporytus of Rome）（170年-235年）の８年循環の表，あるいは，ガリア（Toulon）
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が許された。しかし，その場合，ローマ方式では，復活の祝福を翌週の日曜日に行っていた。
このようなアイオナ表は，イングランドおよびアイルランドの教会でも排除された。ローマ
方式にイングランドおよびアイルランドの教会は従うようになった。
イングランドおよびアイルランドの教会で復活祭の日を統一するようになった背景を説明
しよう。ノーザンブリア王国のベルニシア女王のエアンフレッド（Eanfeld）と彼女の王宮は
ローマ方式で復活祭を祝し，一方，ノーザンブリア王国のオズウィ王はアイオナ方式で復活
祭を祝っていた。同じ王宮内で，ある派が復活（復活祭）を祝している日に，他の派がレン
ト（Lent）の間にあった。王宮内での宗教行事がちぐはぐになっていた。これを統一する動
きが生じた。それでも，司教区リンディスファーンの聖エイダンが生きている間には，同じ
王宮内で異なった日に復活を祝うことは表だった問題にならなかったが，聖エイダンの死後，
彼の後継者フィナン（Finan）（661年没）がローマで修練したとき，ローマ方式の復活祭日を
アイルランド教会で実現させようとしていたアイルランドの修行僧Ronanによって，彼が支
持していたアイオナ方式は攻撃された。フィナンの後継者であった，リンディスファーンの
聖ゴルマン（Colma?n）（在位661年-664年）（605年生？-675年没）の代において，その両者
の衝突の解決には王宮（国王）の采配と決断を必要とした。そのためにウィットビーの宗教
会議が開催された。
オズウィ王の息子で，かつ，デイラ王国の王であったアルフフリス（Alchfrithあるいはエ
ルフリス（Ealhfrith））（生没不明）がその宗教会議の開催をもたらす騒動の主要な原因であっ
た。660年代の初めに，このオズウィの息子は，Ripon修道院からアイオナの修道士を追い出
し，それをローマから戻ってきたノーザンブリアのヨーク大司教ウィルフリッド（Wilfrid）
（在位633年生？-709年没？）に与えた。このとき，アイオナの立場は，リンディスファー
ンの司教であった聖ゴルマンによって推し進められた。ローマ教会の立場を支持していたエ
の司教オーガスタリス（Augustalis）（５世紀の中旬に活動）によってローマに持ち込まれた84年循環表が
それであった。
それに代わって，アレクサンドリア暦をユリウス暦に変換する方法がスキタイ人のディオニシュウス・
エクシガス（Dionysius Exigunus）（470年生？-544年没）によって考案され，525年に復活祭の日付表が
発行された。彼は，19年循環の表（277年頃にシリアのアナトリアス司教によって最初提案され，390年頃
にテオフイリアス司教および444年頃にキリルの司教区で作成されたものであった）を彼によってローマ
のユリウス暦に変換された。その表がアレクサンドリアでもローマでも使用され，同じキリスト教徒が同
じ日に復活祭を祝うことが可能になった。彼は，生涯キリスト教徒で，スキタイ人で，500年頃からローマ
に居住した聖書学者であった。彼の功績の第１は，A.D（Anno Domini）時代を考案したことであった。
第２の功績は，復活表の考案であった。彼は，教皇ジョセフ１世の要請に応じて，525年に将来（95年後
まで）の復活祭の日程を整え，彼自身の考案でその計算を行った。彼の復活祭の日付表は，ローマで即受
け入れられ，そのローマとアレクサンドリアにおける復活祭の祝日に関する論争は終焉した。両地では同
じ日に復活祭を祝い，ニケアの宗教会議の取り決め事項が実現した。
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アンフレッドは，彼女の礼拝堂牧師であったロマヌス（Romanus）を使わし，ローマの立場
での復活祭の実現を推し進めた。また，この立場はフランク人の司教であったアシルバート
（AgilbertあるいはÆthelberhth)??（在位650年-660年）によっても採られ支持された。オ
ズウィ王は，その宗教会議を司会し，最終的な判断をした。
この宗教会議の決定は，ノーザンブリア王国ではローマ方式をその規範にし，その教会を
ローマ文化の流れに持ち込んだ。ノーザンブリアの監督教会の座は，リンディスファーンか
らヨークに移動した。ウィルフリッドがヨークの司教になり，聖ゴルマンとその支持者は，
その立場を変えずに，アイオナ修道院に撤退した。また，聖ゴルマンは聖アイダーンの遺品
（遺骨）をアイオナに持ち帰ることを許された。オズウィ王は，ローマ復活祭を守ってきた
アイルランド南部の聖職者を新しいノーザンブリアの聖職者に就けた??。
その会議の歴史的意義について触れておこう。その会議は，復活祭をローマ方式に変え，
あるいはリンディスファーンの司教区に責任を持つ一部の教会に関していた。また，ウィル
フリッドによる復活祭のローマ方式の提唱は，アイオナ支持者に対して勝利した者の強制と
なった。これよりも重要なことは，第１に，イングランドの教会のローマ化であり，第２に
は，このローマ化はこの宗教会議を開くことなしに勧められたと思われるが，ゲール教会の
ローマ教会に対する抵抗しての宗教会議であった。第３は，イングランド教会のローマ教会
への従属であった。
むすびにかえて
本稿では，北部アイルランドとスコットランド北西部で活動したダル・リアダ王国の伝説
上の始まりと発展，その最盛期・ 落・衰退，そして滅亡について考察した。その王国は，
６世紀に始まり，アイダーン王の周辺国との戦いとその勝利でその領土を発展・拡充し，６
世紀末にその最盛期に至った。しかし，603年頃のDegsastanの戦いにおいて，その王はノー
サンブリア王国のアシルフリス王に敗れ，その後，彼の勢力は衰え，同時にダル・リアダ王
??彼は，西サクソン王国の２番目の司教であった。彼の名前（ÆthelberhthあるいはAgilbert）からすると，
彼は，ケント王国と親しい人物であったと思われる。彼は，フランク王国によって司教と任命され，その
後，ケンウォルフ（ケンウェルフ）（CenwalfあるいはCenwealh）（在位643年-645年および648-674年）
のときに，西サクソン王国に渡った。ケンウォルフ（ケンウェルフ）は，マーシャのペンダ王（King Penda）
（在位不詳；655年没）によって一旦追放されたが，ペンダ王の死亡後，再び西サクソン王になった。その
王が東アングリアから戻った後に，西サクソン王国に渡った。
ケンウォルフ（ケンウェルフ）（CenwalfあるいはCenwealh）は，東アングリア王国に逃亡していると
きに，彼は，オズワルド王（King Oswald）（在位634年-642年）および東アングリア王アナン（King Anna）
（在位636年-654年）の勧めによってキリスト教に改宗した。
??660年ごろには，アイルランドの聖職者の多くはローマ方式によって復活祭を祝していた。
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国の力も衰え，さらに，彼の後継者は，周辺国との戦いに敗北し，ケネル・ガブラーン家と
ケネル・コンガル家の王家の内部抗争を繰り広げ，その勢力は一層衰退した。637年のMag
 
Rath（ダウン州のMoira）の戦い後，北アイルランドのダル・リアダ王国は滅ぼされ，同時
に，スコットランドのダル・リアダ王国はその政情を不安定化させ，ノーザンブリア王国に
従属し，さらに685年のダンニヘンの戦いにノーザンブリア王国がピクト王国の王ブリィディ
（ブルード）３世敗北し，730年頃に，オエンガス１世のピクト王国の支配下に入り，その王
国の大君子権は，ピクト王の支配に入った。
最後に，キリスト教がピクト王国とダル・リアダ王国の融合に大きな影響を与えたことを
示した。しかし，アイルランドのアイオナ修道会によってダル・リアダ王国および北ピクト
人に弘められたキリスト教と，カンタベリー修道会の影響下で南ピクト人およびノーザンブ
リア王国に伝えられたキリスト教の対立が顕在化し，最終的には，ノーザンブリア王国から
アイルランド修道会は撤退した。それまでは，ダル・リアダ王国は，アイルランド修道会，
ピクト王国は，アイオナおよびカンタベリー修道会の影響下にあった。
(くぼた よしひろ マクロ経済学と金融論専攻)
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